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１ 観光消費額の増加

〇 第３次富山県観光振興戦略プランでは、観光消費額の増加に力点を置く。
・R1（コロナ前）：1,483億円 ⇒ 【目標】R８：1,980億円

〇 本県の観光消費額は、北陸新幹線開業直後のH27年をピークに概ね横ばい。
ラグジュアリーホテル誘致により、高付加価値旅行者の誘客が可能となり、地
域の観光消費額の増加が期待。

（参考）１人あたりの旅行消費単価
（観光庁「旅行・観光消費動向調査2019」）

・日帰り旅行 17,334円
・宿泊旅行 55,094円

⇒ 宿泊旅行は日帰り旅行の約３倍

※ 宿泊旅行の場合、滞在時間が長くなることにより、飲食費、買物代、交
通費等の消費額を押し上げ、地域経済の活性化に繋がる。

ラグジュアリーホテル誘致の効果
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ラグジュアリーホテル誘致の効果

２ 地域経済の活性化

〇 国際的にみて我が国の高付加価値旅行者獲得シェアは低い。更に地域別の訪
問率は３大都市圏が高く、地方の訪問率は低い。

〇 高付加価値旅行者の誘致に当たっては、ハード・ソフトともに上質かつ地域
のストーリーを感じられる宿泊施設が不可欠。特に地方において上質な宿泊施
設が不足。
（観光庁「地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり」アクションプラン）

〇 上質な宿泊施設の整備により、旺盛な消費意欲を持つ高付加価値旅行者の地
方誘客が促されれば、地域経済の活性化にも資する。
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〇 宿泊事業は他事業分野と比べ
て、地元での支払割合が高く、
地域経済への貢献度が高い。

⇒ 地元の食材、伝統工芸、地元
大工・工務店、建設業、造園事
業に極力発注することで、地域
経済の好循環が生まれる。

（観光庁「平成24年度 観光地域経済調査」）

観光 主な仕入れ・材料費・外注費支払先
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3 雇用の確保・女性活躍の視点

（現状・課題）
〇 若い女性（15歳～34歳）の県外転出超過(▲913人）。女性のキャリアに対

する志向やニーズに対応できていない。(R4年 富山県の人口）

※R4富山県人口の社会増減 全世代 計▲697人（男性83人、女性▲780人）

〇 女性管理職比率は全国44位と低い。（令和2年国勢調査）

〇 やりがいを持って能力を発揮できる職場や、都会でスキルを身につけた女性
がUターンしたくなる職場が不足

〇 宿泊業を含めた観光業自体が、①賃金が安い、②生産性が低い、③人手不足
等コロナ禍以前から抱える構造的課題（R5観光白書）。

（効果）

〇 ラグジュアリーホテルは、これまで富山県が流出させてしまっていた高学歴
で語学堪能な女性のような層を取り込む、絶好の雇用の場。

※ ラグジュアリーホテル誘致をはじめとした高付加価値化、ブランド力の強化
は今後、ますます重要に。魅力ある仕事として人材確保に繋げていくことが重
要

ラグジュアリーホテル誘致の効果
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４ 地域のブランド力向上・地域ファンの獲得

〇 ラグジュアリーホテルそのものが、わざわざ訪れたい旅行先となる。

〇 ラグジュアリーホテルの存在をきっかけとして、高付加価値旅行者の関心を
惹きつけ、「選ばれる観光地」として地域のブランド力が向上する。

⇒ これまで富山を訪れていなかった新たな層の取込みや、高付加価値旅行者の
富山における滞在満足度の向上が可能

ラグジュアリーホテル誘致の効果

５ 他施策との連携により効果的に推進可能

〇 富山県を含む北陸エリアは、観光庁「地方における高付加価値なインバウ
ンド観光地づくり モデル観光地」に選定され、高付加価値な観光地域づくり
を推進していく。

〇 高付加価値旅行者の誘客に向け、宿泊施設の整備を含めた以下施策を一体
的に進めていくことで、高い効果が期待。

＜ウリ＞高付加価値旅行者のニーズを満たす滞在価値
＜ヤド＞上質かつ地域のストーリーを感じられる宿泊施設
＜ヒト＞地域のガイド・ホスピタリティ人材
＜コネ＞高付加価値旅行の目的地として認知してもらうための売り込み
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６ その他
〇 以下のような富山県が抱えている課題に対してアプローチ可能

・宿泊旅行１回あたりの消費額が全国平均より少ない。（じゃらん宿泊旅行調査）

・宿泊旅行１回あたりの滞在時間が全国平均より短い。（じゃらん宿泊旅行調査）

・訪日外国人旅行者数の伸びが他の地方に比べて低いこと。

（H27-H31 宿泊旅行統計調査：全国1.67倍、富山1.44倍）

・訪日外国人旅行者の消費単価が全国43位（2019訪日外国人消費動向調査）

・旅館ホテル客室数は全国38位（2021年衛生行政報告例）、通り抜けが課題

⇒ 上質な宿泊施設の整備が、これらの課題の解決にも繋がっていく。

ラグジュアリーホテル誘致の効果
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旅行消費額の推移（全国）

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
日本人国内宿泊旅
行
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日本人海外
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訪日外国人旅行 1.1 1.4 2.0 3.5 3.7 4.4 4.5 4.8 0.7 0.1 0.9 

合 計 21.8 22.8 21.6 24.8 25.8 26.7 26.1 27.9 11.0 9.4 18.7 
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（右軸：合計額、兆円）コロナ前（2019）まで、
日本人の国内宿泊旅行は概ね横ばい
インバウンドの消費額は拡大傾向
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国土交通省 交通政策審議会観光分科会（令和５年２月９日開催）資料より抜粋

新たな観光立国推進基本計画
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国土交通省 交通政策審議会観光分科会（令和５年２月９日開催）資料より抜粋

新たな観光立国推進基本計画
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インバウンドは再生せざるを得ない

☆ 真横にある巨大市場を無視できない
☜ 日本はアジアの“綺麗なお庭”であり続ける

☜ 来るなといっても向こうから来る

☆ しかし売り上げは上下する
☜ 天災、疫病、戦争のたびに需要は蒸発する

☜ そこを生き延びられる事業者しか残らない

☆ 高単価で少数を相手にする戦略へ
☜ 好調時にキャッシュを貯めないと不況で死ぬ

☜ 客数は増やさなくていいので、１円でも高単価に

日本総研 藻谷浩介氏資料
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11出所：第１回上質なインバウンド観光サービス
創出に向けた観光戦略検討委員会資料

富裕旅行者と海外旅行消費額の割合
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12

富裕旅行者の特徴

出所：第１回上質なインバウンド観光サービス
創出に向けた観光戦略検討委員会資料
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高付加価値旅行者について
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高付加価値旅行者について
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高付加価値旅行者について
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観光地の高付加価値に向けたプロセス

（「地方における高付加価値なインバウンド観光地づくりに向けたアクションプラン参考資料（R4.5観光庁）より）
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出所：観光庁
「2019年旅行・観光産業の経済波及効果」

日本における観光の経済波及効果

※生産波及効果とは、旅館、ホテルで消費される食品、 食材、
アメニティ、従業員等の給与からの消費等の二次的消費を含
めた効果。

※生産波及効果をもたらす産業における雇用

内部観光消費

29.2兆円

生産波及効果

55.8兆円
（GDPでは国内全体の

5..3％）

雇用効果

456万人
（就業者総数の6.6％）

観光の経済波及効果
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観光庁 地方における高付加価値な観光地づくり
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観光庁選定 「モデル観光地」の選定

令和5年3月、観光庁が、高付加価値旅行
者の誘客に向けて集中的な支援等を行う
モデル観光地11地域を選定
★富山県を含む北陸エリアも選定

〇国（観光庁）では、今後のインバウン
ドの本格的な回復を見据え、消費額増
加、地方への誘客をより重視する観点
から、訪日旅行における消費単価が高
い傾向にある高付加価値旅行者の地方
への誘客を促進することとしる。

〇高付加価値旅行者は大都市圏での消費
等が多く、地方での消費が少ないこと
から、地方への誘客を促進することに
より、地方創生へ貢献することが期待
される。
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観光庁選定 「モデル観光地」の選定
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ヤドの課題

21



ヤドの課題
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